
利尻小学校 第 3・4学年 国語科 学習指導案 

 

0 日時 場所 児童数 指導者 

      日時  令和 5年 9月 22日（金） 5校時 

      場所  小 3・4年教室 

      児童（生徒） 第 3学年：5名 第 4学年：7名 

      指導者  教諭 伊藤 太博 

                                   伊藤 慎也（特別支援知的） 

                                   斎藤 亜伊（特別支援言語） 

 

【第 3学年】 

1 単元名（教材名） 

 七 場面のうつりかわりに気をつけて読もう『わすれられないおくりもの』(教育出版『ひろがる言葉 3上』) 

 

2 教材について 

本単元で扱う「読むこと」については、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

第３・４学年 C 読むこと 

(1) 読むことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 段落相互の関係に着目しながら、考えとそれを支える理由や事例との関係などについて、叙述を基に捉え

ること。 

イ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること。 

 ウ 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約すること。 

 エ 登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること。 

 オ 文章を読んで理解したことに基づいて、感想や考えをもつこと。 

 カ 文章を読んで感じたことや考えたことを共有し、一人一人の感じ方などに違いがあることに気付くこと。 

(2) (1)に示す事項については、例えば、次のような言語活動を通して指導するものとする。 

 ア 記録や報告などの文章を読み、文章の一部を引用して、分かったことや考えたことなどを説明したり、意

見を述べたりする活動。 

 イ 詩や物語などを読み、内容を説明したり、考えたことなどを伝えあったりする活動。 

 ウ 学校図書館などを利用し、事典や図鑑などから情報を得て、分かったことなどをまとめて説明する活動。 

本単元では、読むことの中でも「イ 登場人物の行動や気持ちなどについて、叙述を基に捉えること」や「エ 

登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること」を行

っていく。そのために、文章の表現のしかたや指示語などに着目しながら学習を進めていく。 

 

3 児童の実態 

（1）ＮＲＴの結果から 

３年生の児童は、４月に行ったＮＲＴの結果で、「読むこと」について課題があることが示されている。特

に説明文・物語等の読み取りを苦手としている児童が多く、文章全体の内容をとらえること、場面や段落につ

いて自分の言葉で説明することを伸ばしていく必要がある。また５名の中でも学力差があり気持ちを想像す

ることを苦手にする児童もいるため、本文中の行動に着目させサイドラインを引くことで、登場人物の行動を

根拠に気持ちを考えることができるようにする。また交流場面では全員がわかる言葉でまとめることで、読み

取りが得意な児童だけではなく、全員が納得できる答えを探求させていきたい。 

 

 



(2)本単元との関わり 

これまでの学習から物語の読み取り自体は好きな児童が多い。しかし、登場人物の気持ちを深く読んだり、

本文の表現について読み込んだりできていない児童も多い。また指示語の指す言葉などをうまく捉えられな

い児童もいる。そのため、サイドラインを引かせて本文の表現を意識して読ませ、適宜本文の表現についても

解説をしながら指導していきたい。 

 

 

4 単元の目標と評価規準 

 ① 単元の目標 

 場面の移り変わりや登場人物の行動、気持ちの変化などについて叙述をもとに捉える。（読む） 

 

 ② 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇主語と述語との関係、修飾と被

修飾との関係、指示する語句と

接続する語句の役割、段落の役

割について理解している。 

（知識及び技能）(1)カ 

○「読むこと」において、登場人物

の気持ちの変化や性格、情景に

ついて、場面の移り変わりと結

び付けて具体的に想像してい

る。 

（思考力・判断力・表現力等 Cエ） 

〇「書くこと」において、自分の考

えとそれを支える理由や事例と

の関係を明確にして、書き表し

方を工夫している。 

(思考力・判断力・表現力等 Bウ) 

〇進んで登場人物の気持ちの変化

について、場面の移り変わりと

結び付けて具体的に想像し、学

習の見通しをもって、登場人物

の言葉を考えようとしている。 

 

 

 

 

5 研究とのかかわり  

本時の核となるアウトプット活動 

①気持ちを考える際の根拠となる本文の部分を見つける。 

②全員がわかる言葉でまとめることができるように話し合わせる。 

 

アウトプット活動の目的 

①根拠を明らかにして話し合わせることで、課題解決に対する理解を深める。 

②誰かの意見を真似することで満足するのではなく、全員が理解できる意見にすること。 

 

 

 

 

 

 

 



6 単元の指導計画 

 

時数 〇目標   ○学習活動 知

技 

思

判

表 

主

体

態 

１ ○物語を読み、初発の感想を書くこと

ができる。 

○単元とびらから学習の見通しをもつ。 

○範読を聞いた後、初発の感想を書き発表  

 する。 

○場面わけをする。 

○自分で音読をする。 

 ○ ○ 

２ 

３ 

○森の動物たちのあなぐまとの思い出 

について整理し、理解することがで 

きる。 

○森の動物たちのあなぐまとの思い出につ 

 いて読み取り、ノートにまとめる。 

○まとめたことについて交流し、森の動物 

たちのあなぐまとの思い出について確認 

する。 

○   

４ 

 

 

○あなぐまの人柄や気持ちについて読 

 み取ることができる。 

〇あなぐまの人柄や気持ちについて読み取 

 る。 

○ ○  

５ 

本

時 

○あなぐまがいなくなった直後と、

「ありがとう、あなぐまさん」と言

ったときのもぐらの気持ちの変化に

ついて読み取ることができる。 

○あなぐまがいなくなった直後と、「ありが 

とう、あなぐまさん」と言ったときのも 

ぐらの気持ちの変化について読み取る。 

○ ○  

６ 

７ 

○「わすれらなれないおくりもの」の 

 意味を考える。 

〇あなぐまからの「おくりもの」と関わら 

せて、「わすれられないおくりもの」の意 

味を考える。 

 ○  

８ 

９ 

○題名の意味について考え、他の題材 

 についても考えを広げていく。 

○森のみんなの気持ちの変化について読み 

 取るとともに、題名の意味を考える。 

  ○ 

 

 

シラバス 

 インプット アウトプット 

1 物語を読んで、最初の感想を書こう。 

2 

3 

森の動物たちの思い出を調べて、まとめよう。 

4 あなぐまの人がらについてまとめよう。 

5 もぐらのあなぐまへの気持ちについてまとめよう 

6 

7 

「わすれられないおくりもの」とは何か考えよう。 

8 

9 

お話の題名に意味について考えよう。 



【第 4学年】 

1 単元名（教材名） 

いろいろな手紙を書こう (教育出版『ひろがる言葉 4上』) 

 

2 教材について 

 本単元で扱う「書くこと」については、学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

第３・４学年 B 書くこと 

(1) 書くことに関する次の事項を身に付けることができるよう指導する。 

ア 相手や目的を意識して、経験したことや創造したことなどから書くことを選び、集めた材料を比較したり分

類したりして、伝えたいことを明確にすること。 

イ 書く内容の中心を明確にし、内容のまとまりで段落をつくったり、段落相互の関係に注意したりして、文章

の構成を考えること。 

ウ 自分の考えとそれを支える理由や事例との関係を明確にして、書き表し方を工夫すること。 

エ 間違いを正したり、相手や目的を意識した表現になっているかを確かめたりして、文や文章を整えること。 

オ 書こうとしたことが明確になっているかなど、文章に対する感想や意見を伝えあい、自分の文章のよいとこ

ろを見つけること。 

(2) (1)に示す事項については、例えば、次のような言語活動を通して指導するものとする。 

ア 調べたことをまとめて報告するなど、事実やそれを基に考えたことを書く活動。 

イ 行事の案内やお礼の文章を書くなど、伝えたいことを手紙に書く活動。 

ウ 詩や物語を作るなど、感じたことや想像したことを書く活動。 

本単元では、手紙を書く活動を通して、相手や目的を意識した表現方法を知り、適切な手紙を作ることが

できるようにする。 

 

3 児童生徒の実態 

（1）ＮＲＴの結果から 

 ４年生の児童は、４月に行ったＮＲＴの結果で、「書くこと」について課題があることが示されている。特

に、相手や目的に合わせた文章表現で書くこと、メモなどの短い言葉で整理してまとめることを苦手としてい

る。そのため手紙にはどのような文章構成で書くのか、文体はどのようなものかなどていねいに確認しながら

進めていく。また７名の中でも学力差があるため、事前の活動への見通しの持ち方や前時の振り返りなど個人

活動で困らないような手だてを行っていく。また交流場面では子どもたちの言葉を拾いながら手紙や電子メ

ールの良さをまとめていくことができるようにしていきたい。 

 

(2)本単元との関わり 

 本学年の児童は書くことを苦手にしている児童が多い。特に作文や詩、日記や手紙などそれぞれの形式につ

いての理解があいまいな児童もいる。また、表現についても立場や年齢など相手を意識した表現について苦手

としている児童が多い。そのため手紙等を作成させる際には、どのような言葉を使ったら良いか提示し、表現

に注意して書かせるようにしたい。またどのような特徴があるのかを実際に書かせて、比較させながら考えさ

せたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 単元の目標と評価規準 

① 単元の目標 

 手紙の書き方を知り、送る相手や伝える目的に合わせて手紙を書く。（書く） 

  

② 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

〇丁寧な言葉を使っているととも

に、敬体と常体との違いに注意

しながら書いている。 

(知識及び技能(1)キ) 

〇「書くこと」において、間違いを

正したり、相手や目的を意識した

表現になっているかを確かめた

りして、文や文章を整えている。 

(思考力・判断力・表現力等 Bエ) 

〇粘り強く間違いを正したり、相手や

目的を意識した表現になっている

かを確かめ、学習の見通しをもっ

て、送る相手や伝える目的に合わせ

た手紙を書こうとしている。 

 

5 研究とのかかわり  

4年 

本時の核となるアウトプット活動 

① はがきやメールの特徴やよさを考えながら作成すること。 

② 送る相手に合わせた表現で文を作ること。 

③ 作成したものの交流をする中で、友だちの良い工夫について考えること。 

 

アウトプット活動の目的 

①はがきやメールの特徴やよさを考えること。 

②相手や目的に合わせた正しい文作りができること。 

 

6 単元の指導計画 

時数 〇目標 ○学習活動 知

技 

思

判

表 

主

体

態 

１ 

 

○学習の見通しをもち、お願いの 

手紙について相手や目的に合わ 

せた手紙を書くことができる。 

〇学習の見通しをもつ 

○手紙に書くことについて確認する。 

○お願いの手紙を相手や目的に合わせて書  

 くことができる。 

○ ○  

２ 

本

時 

○相手や目的に合わせて案内状に 

ついて書き、はがきや電子メー 

ルの連絡の違いや良さについて 

理解することができる。 

○相手や目的、種類を明確にし、案内のは 

がきや電子メールの連絡を書く。またそ 

れぞれのよさについて理解する。 

 ○  

３

４ 
○相手や目的、種類を明確にし、 

案内のはがきや電子メールの連 

絡を書く。またそれぞれのよさ 

について理解することができる。 

○文化祭の案内文の清書を行い、案内文の 

 書き方について理解する。 

○  ○ 

 

 

 

 



シラバス 

 インプット アウトプット 

1 手紙の書き方を確認して、おねがいの手紙を書こう。 

2 はがきや電子メールを書いて、違いやよさを考えよう。 

3 

4 

文化祭の案内状を書こう。 

 

7 本時の指導（第 3学年：5／9 第 4学年：2／4） 

 ① 本時の目標 

【第 3学年】 

○あなぐまがいなくなった直後と、「ありがとう、あなぐまさん」と言ったときのもぐらの気持ちの変化

について読み取ることができる。 
 

【第 4学年】 

○相手や目的、種類を明確にし、案内のはがきや電子メールの連絡を書く。またそれぞれのよさについて理

解することができる。 

② 本時の課題 

【第 3学年】 

もぐらの気持ちとその理由を考えよう。 

【第 4学年】 

 案内のはがき、電子メールを特徴やよさを考えて書こう。 

 

③ 本時の授業仮説 

【第 3学年】 

・「ベッドの中で、〜もうふをぐっしょりぬらします。」と「ありがとう、あなぐまさん。」の時のもぐらの気 

 持ちはどんな気持ちだったのか考えてみよう。 

・気持ちがわかる部分を教科書から見つけて、線をひこう。 

・意見をまとめるときには、みんながわかる言葉を使ってまとめよう。 

【第 4学年】 

・はがきやメールのそれにしかない特徴やよさを考えながら作成しよう。 

・文字や表現に注意して、正しい文を考えながら作成しよう。 

 

④ 本時のまとめ・振り返り 

【第 3学年】 

 最初はかなしかったもぐらは、あなぐまがのこしてくれたもののおかげで、ゆたかな気持ちになった。 

【第 4学年】 

案内のはがき…書けるスペースば少ない→短く、箇条書き、絵が入れられる。 

電子メール…件名がある、何文字でも書ける、すぐ送れる。 

文字の間違いや正しい表現になっているか気をつける。 

 

 

 



⑤ 本時の評価規準 

【第 3学年】 

評価規準 A B Bにするための手立て 

知識・技能 

もぐらの気持ちの変化につい

て「おくりもの」に関わらせな

がら叙述を基に想像して読ん

でいる。 

もぐらの気持ちの変化につい

て叙述を基に想像して読んで

いる。 

もぐらの気持ちの理由となる

箇所を教科書から見つけ、サ

イドラインを引く。 

 

【第 4学年】 

評価規準 A B Bにするための手立て 

知識・技能 

丁寧な言葉を使っているとと

もに、敬体と常体との違いに

注意しながら書いている。 

敬体と常体との違いに注意し

ながら書いている。 

前時の振り返りで〜です。 

〜ます。の使い方について確

認を行う。 

思考・判

断・表現 

「書くこと」において、間違い

を正したり、相手や目的を意

識した表現になっているかを

確かめたりして、文や文章を

整えている。 

「書くこと」において、間違い

を見つけ、相手や目的を意識

した表現になっているかを確

かめている。 

文章の間違いや表記の間違い

において確認しながら作成す

る。 

  



⑥ 本時の展開 

第 3学年 第 4学年 

段 階 (番号)学習活動 

・反応例 

○指導上の留意点 

□評価 

わたり (番号)学習活動 

・反応例 

○指導上の留意点 

●本時の授業仮説 

□評価 

段階  

導
入
（
１
０
分
） 

１．全文音読を行う。 

・丸読みをする。 

・余裕があれば、個人で音読

を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．前時の振り返り 

 

 

 

 

 

３．課題把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○物語前半部のあなぐま

の気持ちについて振り

返る。 

 

 

 

○前時はあなぐまがテー 

マだったことから本時 

はそれ以外の登場人物 

について取り上げるこ 

とを引き出す。 

 

 

  １．前時の振り返り 

 

書き方・良さの確

認（教科書） 

 

 

 

２．課題把握 

 

 

 

○おねがいの手紙を作成

したことを振り返る。 

○手紙の要素「初めの挨

拶」「本文」「結びのあ

いさつ」について確認

する。 

 

 

導
入
（
５
分
） 

  

３．手紙を書く相手、内容を 

  確認する。 

 

 

４．はがきグループと電子メ 

  ールグループに分かれ 

  て、作成し、特徴、よさに 

  ついて考える。 

 

 

 

 

(1)案内文を作成する。 

（１５分） 

個人で考えなが

ら作成する。 

 

 

 

 

(2)特徴やよさにラインを引

く。（５分） 

 

 

 

 

(3)作成したものと特徴やよ

さについて発表・交流する。 

（１０分） 

他の人の工夫に

気付いたり、良

さを見付けたり

する。 

 

テーマ：文化祭の案内状 

送る相手：地域の施設に

向けて 

 

○グループに分ける。 

（はがき：るき、あい

か、あい/電子メー

ル：りひと、たいよ

う、たいき、はると） 

○文章の敬体・常体につ

いて確認する。 

 

＜評価＞ 

□丁寧な言葉を使ってい

るとともに、敬体と常

体との違いに注意しな

がら書いている。

【知・理】（発言・手

紙） 

「書くこと」において、

間違いを正したり、相

手や目的を意識した表

現になっているかを確

かめたりして、文や文

章を整えている。【思

判表】（発言・手紙） 

 

 

 

 

 

 

展
開
（
２
５
分
） 

展
開
（
２
５
分
） 

 

４．見通しを持つ 

・ｐ121「ベッドの中で、〜も

うふをぐっしょりぬらしま

す。」と「ありがとう、あな

ぐまさん。」を赤でサイドラ

インを引く。 

活動への見通し

をもつため、手順

と活動の意味を

伝える。 

 

 

５．サイドラインを引いた部

分のそれぞれのもぐらの気

持ちについて考える。 

(1)どんな気持ちかわかる部

分について鉛筆でサイドラ

インを引く。（個）。 

 

（2）どんな気持ちかノートに

書く。（個） 

 

本文から気持ち

を読み取れる部

分を根拠として

気持ちを書く。 

 

 

 

 

○確認しながらサイドラ  

 インを引く。 

 

 

 

○活動の工程を確認す 

 る。 

 

 

 

 

＜評価＞ 

□もぐらの気持ちの変化

について「おくりもの」

に関わらせながら叙述

を基に想像して読んで

いる。【知・技】（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ５．まとめをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 ま
と
め
（5

分
） 

○課もぐらの気持ちとその理由を考えよ

う。 

○課案内のはがき、電子メールを特ちょうや良さを

考えて書こう。 

○ま案内のはがき…書けるスペースば少ない→短 

 く、箇条書き、絵が入れられる。 

電子メール…件名がある、何文字でも書け   

る、すぐ送れる。 

 

文字の間違いや正しい表現になっているか気 

をつける。 



（3）自分達で交流する。 

 

(4)交流をもとに自分達の考

えをまとめ、まとまった

意見を板書する。 

 

まとめる際には、

全員がわかる表

現を作ることを 

      意識させる。 

 

 

６．意見の確認をする。 

＜評価＞ 

□もぐらの気持ちの変化

について「おくりもの」

に関わらせながら叙述

を基に想像して読んで

いる。【知・技】（発言） 

 

○話し合いの中心になっ 

 た児童だけではなく、  

 いろいろな児童にグル 

 ープの意見として確認 

 する。 

 

 

６．ふりかえりを書く。 

 

 

 

 

７．先ほど作っていない方を 

  作る。 

 

 

○ふりかえりを書かせる。 
振
り
返
り
（
１
０
分
） 

ま
と
め
（
１
０
分
） 

９．まとめをする。 

 

 

 

 

 

１０．ふりかえりを書く 

・本時で分かったことを書

く。 

○児童の言葉から引き出 

 す。 

○「わすれられないおく 

りもの」のタイトルと 

の関連について触れる。 

 

○振り返りを書かせる。 

 

 

 

 

⑦ 板書計画 

【第 3学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第 4学年】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ま最初はかなしかったもぐらは、あなぐまが 

のこしてくれたもののおかげで、悲しみが消 

えて、ありがとうの気持ちになった。 

○か 

も
ぐ
ら
の
気
持
ち
と
そ
の
理
由
を
考
え
よ
う
。 

あ
な
ぐ
ま
の
気
持
ち 

自
分
が
も
う
す
ぐ
長
い
ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
に
行
っ

て
し
ま
う
の
を
知
っ
て
い
る
。 

友
達
の
楽
し
そ
う
な
様
子
を
見
て
い
る
と
自
分
も
幸

せ
な
気
持
ち
に
な
る
。 

み
ん
な
に
向
け
て
手
紙
を
書
い
た
。 

㈠
「
ベ
ッ
ド
の
中
で
、
も
ぐ
ら
は
、
あ
な
ぐ
ま
の
こ
と

ば
か
り
考
え
て
い
ま
し
た
。
な
み
だ
は
、
あ
と
か
ら
あ

と
か
ら
ほ
お
つ
た
い
、
も
う
ふ
を
ぐ
っ
し
ょ
り
ぬ
ら
し

ま
す
。 

単
元 

見
通
し
表 

㈡
「
あ
り
が
と
う
、
あ
な
ぐ
ま
さ
ん
。」 

○ま 

最
初
は
か
な
し
か
っ
た
も
ぐ
ら
は
、
あ
な
ぐ
ま

が
の
こ
し
て
く
れ
た
も
の
の
お
か
げ
で
、
悲
し
み
が

消
え
て
、
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
に
な
っ
た
。 

児
童
の
考
え 

○か 

案
内
の
は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
の
特
ち
ょ
う
や
良
さ
を

考
え
て
書
こ
う
。 

単
元 

見
通
し
表 

手
紙
の
ポ
イ
ン
ト 

㈠
は
じ
め
の
あ
い
さ
つ 

㈡
本
文
（
伝
え
た
い
こ
と
が
ら
） 

㈢
結
び
の
あ
い
さ
つ 

㈣
後
づ
け 

相
手
・
目
的
に
合
わ
せ
て
て
い
ね
い
な
言
葉
を
使
う
。 

テ
ー
マ
：
文
化
祭
の
案
内 

・
十
月
十
四
日
土
曜
日
、
午
前
九
時
開
始
。
場
所
、
利

小
鬼
中
体
育
館 

 

○ま 

案
内
の
は
が
き
…
書
け
る
ス
ペ
ー
ス
ば
少
な
い
→
短

く
、
箇
条
書
き
、
絵
が
入
れ
ら
れ
る
。 

電
子
メ
ー
ル
…
件
名
が
あ
る
、
何
文
字
で
も
書
け
る
、
す

ぐ
送
れ
る
。 

 

文
字
の
間
違
い
や
正
し
い
表
現
に
な
っ
て
い
る
か
気
を
つ

け
る
。 

 



8 座席表 

 

３年 ＴＲ 

理解力が高い 

話し合いの中心として進

めさせたい。 

３年 ＴＲ 

活動に時間がかかる。個

人での活動では、ヒント

を与えつつ活動させる。 

３年 ＡＫ 

自分の意見を積極的に言

える。個人から全体への

活動の切り替えができる

よう支援する。 

 

 

 

３年 ＫＲ 

特別支援学級児童 

支援担任のサポートを受

け進めていく。 

３年 ＫＫ 

理解力は高いが、止まっ

てしまうと思考が止まっ

てしまうため、考えが切

れないようにヒントを用

意する。 

 

４年 ＳＨ 

書くことの活動で時間が

かかることもあるため、

スムーズに取り組むこと

ができるよう声掛けを行

う。 

４年 ＳＲ 

理解力が高い、書くこと

については苦手意識があ

るため、ヒントを用意し

ておく。 

４年 ＩＲ 

理解力が高く、積極的に

取り組むことができる。

学習リーダーとして活躍

させたい。 

 

４年 ＫＡ 

意見を出すことができる

が、活動が間に合わない

ことがあるため、取り組

む様子について把握しな

がら進めていく。 

４年 ＭＴ 

理解力は高いが、自分で

考えて書くことに苦手意

識があるため、ヒントを

用意しておく。 

４年 ＯＴ 

特別支援学級児童 

支援担任のサポートを受

け進めていく。 

４年 ＯＡ 

学習面で課題が大きい。

一人で取り組むことが難

しい場合は、同じグルー

プの人と一緒に活動させ

る。 

 

 

 

 

＜１次研、２次研からの示唆＞ 

仮説に関わって① インプット アウトプット 

○インプット、アウトプットの単元全体の流れが明示することで、意識して取り組んでいた。（シラバス） 

○課題、問題把握をていねいに行うことで。インプットアウトプットへとつながる。 

○発表するだけではなく、教えたりして答え合わせをして違いを見つけたりするなど様々なアウトプットが 

 見られた。 

○考えている子どもたちどうしをつないだり、深めたりする教師の立ち位置や関わり方。 

 

仮説に関わって② 「学習の見通し」「自己評価・相互評価」 

○課題提示が明確なことで、子どもたちは見通しをもてた。 

○学習計画で何時間中の何時間目か児童が見える環境が見通しをもつことに有効であった。 

○小中どの教科でもシラバスを活用すると、見通しをもちゴールに向けて取り組むことができる。 

○活動の手順としての見通しがわかりやすい発問を考えること。 

 

 

黒板（３年） 

黒板（４年） 



 

 



 

 

 

 

 



 

 

 



 

 

 



 

 



 

 

 



 

 

 



 



 

 


